
大学名 設置者名

学部 学科等
入学
定員

免許状の種類 認定年度 卒業者数
教員

就職者数

教育学部 590 人 578 人 494 人 280 人

小一種免 昭和63年度 407 人
中一種免（国語） 昭和63年度 70 人
中一種免（社会） 昭和63年度 58 人
中一種免（数学） 昭和63年度 65 人
中一種免（理科） 昭和63年度 61 人
中一種免（音楽） 昭和63年度 23 人
中一種免（美術） 昭和63年度 20 人
中一種免（保健体育） 昭和63年度 44 人
中一種免（保健） 昭和63年度 0 人
中一種免（技術） 昭和63年度 10 人
中一種免（家庭） 昭和63年度 22 人
中一種免（英語） 昭和63年度 18 人
高一種免（国語） 昭和63年度 69 人
高一種免（地理歴史） 昭和63年度 54 人
高一種免（公民） 昭和63年度 52 人
高一種免（数学） 昭和63年度 65 人
高一種免（理科） 昭和63年度 59 人
高一種免（音楽） 昭和63年度 21 人
高一種免（美術） 昭和63年度 20 人
高一種免（工芸） 昭和63年度 8 人
高一種免（書道） 昭和63年度 7 人
高一種免（保健体育） 昭和63年度 44 人
高一種免（保健） 昭和63年度 0 人
高一種免（家庭） 昭和63年度 22 人
高一種免（工業） 昭和63年度 10 人
高一種免（英語） 昭和63年度 17 人
幼一種免 昭和63年度 123 人
聾学一種免 昭和63年度 21 人
養学一種免 昭和63年度 47 人

生涯学習課
程

75人 27人 3人

中一種免（社会） 平成2年度 3 人

高一種免（公民） 平成3年度 3 人

中一種免（保健体育） 平成2年度 22 人

高一種免（保健体育） 平成2年度 24 人

人間福祉課
程

83人 9人 2人

155 人

400 人

45人

 生涯スポーツ
専攻

40人

東京学芸大学

実地視察大学の概要
○課程認定を受けている学科等の概要

東京学芸大学 国立大学法人  東京学芸大学

学部・学科等の名称等
認定を受けている免許状の

種類・認定年度
免許状取得状況・就職状況

（平成１７年度）

初等教育教
員養成課程

中等教育教
員養成課程

特殊教育教
員養成課程

免許状
取得者数

 学習社会文
化専攻

35人



 カウンセリン
グ専攻

中一種免（社会） 平成2年度 3 人

高一種免（公民） 平成3年度 3 人

中一種免（社会） 平成2年度 6 人

高一種免（公民） 平成3年度 6 人

国際理解教
育課程

119人 35人 0人

中一種免（社会） 平成12年度 8 人

高一種免（公民） 平成12年度 7 人

中一種免（英語） 平成12年度 2 人

高一種免（英語） 平成12年度 2 人

中一種免（国語） 平成12年度 7 人

高一種免（国語） 平成12年度 7 人

 日本研究専攻 20人 中一種免（社会） 平成12年度 5 人

高一種免（地理歴史） 平成12年度 5 人

高一種免（公民） 平成12年度 0 人

 アジア専攻 20人 中一種免（社会） 平成12年度 2 人

高一種免（地理歴史） 平成12年度 4 人

高一種免（公民） 平成12年度 2 人

 欧米研究専攻 20人 中一種免（社会） 平成12年度 5 人

高一種免（地理歴史） 平成12年度 5 人

高一種免（公民） 平成12年度 5 人

環境教育課
程

105人 45人 8人

 環境教育専攻 25人 中一種免（社会） 平成12年度 3 人

高一種免（地理歴史） 平成12年度 4 人

中一種免（理科） 平成12年度 3 人

高一種免（理科） 平成12年度 3 人

55人 中一種免（理科） 平成2年度 26 人

高一種免（理科） 平成2年度 27 人

20人 中一種免（社会） 平成2年度 9 人

高一種免（地理歴史） 平成3年度 11 人

中一種免（理科） 平成12年度 0 人

高一種免（理科） 平成12年度 0 人

情報教育課
程

59人 28人 5人

 情報教育専攻 45人 中一種免（数学） 平成2年度 23人

高一種免（数学） 平成2年度 26人

高一種免（情報） 平成13年度 0人

芸術文化課
程

68人 38人 8人

 音楽専攻 20人 中一種免（音楽） 平成2年度 13人

高一種免（音楽） 平成2年度 14人

 美術専攻 20人 中一種免（美術） 平成2年度 11人

高一種免（美術） 平成2年度 12人

 書道専攻 10人 高一種免（書道） 平成2年度 11人

15人 中一種免（英語） 平成12年度 1人

高一種免（英語） 平成12年度 1人

1065人 1102人 679人 306人

 自然環境科
学専攻

 文化財科学
専攻

 表現ｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ専攻

 多言語多文
化専攻

15人

 日本語教育
専攻

15人

35人

 総合社会シ
ステム専攻

 国際教育専
攻

40人

15人

入学定員合計 合計



備考

・「免許状取得者数」欄の、左側には各学科の実人数を、右側には学科内の教員免許課程
ごとの人数を記載している。



委員による指摘又は指導・助言等

・特記事項なし

・教員養成の基幹大学として、教員養成
の水準、組織などさまざまな面におい
て、全国のモデルになるような取り組み
を期待する。

・総合的な教員養成大学として、実践
的・開発的な教員養成教育を行うという
目標に則った授業科目の設定がなされ
ている。

・小学校教員養成課程に教科専門性を
もたせるような仕組みを置くほか、独自
の科目を置くなど、質の高い教員養成に
向けた積極的な姿勢が見られる。

教
職
に
関
す
る
科
目
等

・授業科目「教育の理念と歴史」「教育心
理学」「障害児の発達と教育」の一部に
おいて、シラバスの内容が簡略かつ不
明瞭である。

・複数教員担当の授業科目「教育組織
論」「教育心理学」などのシラバスにおい
て担当教員による記載内容の差が見ら
れる。
・総合演習について、総合的な学習の時
間の対応になっていたり、テーマ設定が
狭い分野に限定されていたり、フィール
ドワークに終始している。

・授業科目「道徳教育の研究」「特別活
動の理論と方法」「初等理科教育法」ほ
か複数の各教科の指導法に該当する授
業科目において、学習指導要領を取り
扱っていない。

・授業科目「基礎物理学」など、名称も含
めて小学校教員養成に適当な科目かど
うか位置付けが不明確である。

・シラバスについて、同一科目は統一性
を持たせ、学生に何を学ばせるか明記し
てほしい。

・科目設定の趣旨や、施行規則において
各科目に含めることが必要とされている
事項や科目区分の設定などを、再度確
認し、適切な科目設定を行うこと。

・左欄の授業科目において、学習指導要
領を取り扱ってほしい。

・小学校教員養成課程における授業科
目「基礎物理学」などの科目設定につい
て、授業科目名称を適切なもの変更す
るなど、学生の誤解を招かないようにす
ること。

教
育
実
習

・全国各地から学生が来ており、母校で
教育実習を受ける学生の実習校に、担
当教員が訪問できない場合がある。

・遠方での教育実習について、テレビ会
議システムなども活用し、各地域の教育
委員会やＯＢなどと連携して、実習校に
任せきりではない教育実習の充実した
モデルを提示してほしい。

（平成１８年７月１０日（月））　東京学芸大学　実地視察委員：八尾坂委員、渡辺委員

全
般
的
事
項

個
別
的
事
項

教員養成
に対する
理念等

教
育
課
程

右欄の指摘等にかかる現在の状況



・教育実習期間中の他の授業科目の履
修については、単位の二重取りと受け取
られかねないケースがある。

・単位の二重取りがないように、対策を
検討すること。

・教員就職者数が、年々減少傾向にあ
る。

・東京都などでの教員採用者数の拡大
が予想されるので、免許状取得者や採
用者の増加に向けた取り組みの改善を
図ってほしい。

・高一種免（工芸）（工業）や幼一種免の
教科に関する科目、聾一種免の特殊教
育に関する科目に係わる図書の種類が
少ない。
　・高一種免（工芸）　：　　６６冊
　・高一種免（工業）　：　１７１冊
　・幼一種免　　　　 　：　　８７冊
　・聾一種免　　　　 　：　１７３冊

・各研究室に図書を置いており、現在も
検索可能な状態になっているとのこと
が、今後は図書館に置くなどの工夫によ
り、さらに便利になるように整理してほし
い。

教職指導、
介護等体

験等

免許状取
得状況及
び教員就
職状況

施設・設備
の状況


